
高い表面積 ≒ 最適な表面、　Ascentisは最適な表面積を持ちます。

　逆相HPLCカラムのシリカゲルを考えた際、2つの点でAscentisシリーズは第一選択、第二選
択カラムに最適なシリーズといえます。1つは他カラムと比べても高い比表面積を持つ事。もう1
つはミクロポアの少ない最適なポロシティーとシャープな粒度分布を持つ限定されたシリカゲル
を使用している事です。

　比表面積が広い事は同じサイズのカラムでも、多くの量（質量として）のサンプルを載せられる
事を意味します。通常の4.6mm内径等の分析ではあまり気にならないですが、分取精製を行う

際、大きな意味を持ちます。下図は、広い比表面積のカラムが多くのサンプルを保持する様子を
示しています。サンプルが一度に多く載せる事が出来るので、時間、使用溶媒の削減につなが
ります。また、分析サイズから分取サイズまでのメソッド移管において、固定相が変わる事は検
討時間、多量の溶媒、多量のサンプルを浪費します。Ascentisシリーズはセミミクロ、分析サイ
ズ、分取サイズと約40種類のサイズバリエーションで、全て同じカラムシリーズで行えます。第

一選択、第二選択のカラムとしては、分析サイズから広い表面積のカラムを選択しておく事、弊
社製品にご縁が無くとも、表面積、分析サイズから分取サイズまで用意できるかはご確認いた
だく事をお勧めします。

移動相に 1 mg/mL Methyl Parabenを添加し

、カラムの破過容量を算出
カラムの試料許容量（キャパシティー）が分か
る

移動相に疎水性化合物を展開し、カラムのキャパシティーを測定
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　また、一言で『表面積、比表面積』
といっても広いだけでは意味があり
ません。ポロシティーを考えなくては
いけません。全多孔性シリカゲル粒
子はそのランダムな合成において、
マクロポア、メソポア、ミクロポアと3タ

イプの穴を持ちます。ミクロポアは固
定相もエンドキャップ剤も導入できな
い穴で、シラノールが剥き出しのまま
になります。表面積を広くするだけな
ら、このミクロポアが沢山あれば幾ら
でも広く出来ます。理想は、ミクロポ
アの無い、適度なポア分布を持つ
シリカゲルです。Ascentisシリーズは出来る限りこのミクロポアを排除した粒子を使用している

ため、最適な表面を広く、効率よく利用したカラムシリーズです。
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